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海外情報

ＥＵ酪農の現状と展望

調査情報部　大内田　一弘、瀬島　浩子

１　はじめに

　ＥＵは、生乳クオータ制度の廃止以降、増産傾向を強めているが、世界的な乳製品需給の

緩和も相まって、生乳および乳製品価格は低迷に陥っている。欧州委員会や現地の業界関係

者は、ＥＵ酪農は、ロシアの禁輸措置の継続や不透明な中国需要など需給の緩和要因が引き

続きあり、引き締め要因は少ないことから、増産ペースは緩やかになるものの、厳しい状況

が継続するとみている。

【要約】

ＥＵは、全世界の約２割を占める世界最大

の生乳生産国・地域であり、純輸出地域とし

て、国際乳製品市場において大きな影響力を

持っている。

ＥＵでは、31年間にわたって実施されて

きた生乳クオータ制度（生産調整）が2015

年３月末をもって廃止され、生産者は自由に

生乳を生産できるようになった。同制度の廃

止以降、ＥＵの生乳生産量は、廃止を見越し

て増産の準備を進めてきた加盟国を中心に増

産傾向で推移し、2015年は前年比2.2%増

となっている。

一方、需要面について見ると、域内では消

費量が安定的に推移する中、域外では、近年、

輸入量が増加傾向にあった中国は、経済成長

の減速や在庫調整により需要が減少し、最大

の輸出先であったロシアも、2014年８月以

降、ウクライナ問題を契機にした農畜産物の

輸入禁止措置を講じている。

このように、需給緩和により生乳および乳

製品価格が低迷している状況下、ＥＵ各国の

乳業関係者が一堂に会し、2016年６月２日

から３日にかけてアイルランドの首都ダブリ

ン で 欧 州 乳 製 品 輸 出 入・ 販 売 業 者 連 合

（ＥＵＣＯＬＡＩＴ）総会が開催された。

本稿では、この総会での報告や欧州委員会

が2016年７月に公表した短期需給見通しな

どを交え、ＥＵ酪農の直近の需給動向および

今後の展望などについて報告する。

なお、本稿中の為替レートは、１ユーロ

=116円（6月末日ＴＴＳ相場：115.89円）

を使用した。
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２　酪農の動向

（１）飼養頭数

ア　2015年の状況

2015年 の 経 産 牛 飼 養 頭 数 は、 前 年 比

0.2%増の2360万頭となった。頭数の多い

順に、ドイツ（シェア18.2%）、フランス（同

15.5%）、ポーランド（同9.0%）、イタリア

（同8.7%）、英国（同8.1%）、オランダ（同

7.3%）、アイルランド（同5.3%）となり、

この上位７カ国でＥＵ全体の７割を占める。

同頭数は、欧州酪農危機といわれた2009

年から３年連続で減少した。欧州酪農危機で

は、生乳および乳製品価格の下落と燃料費な

どの生産コストの大幅な上昇が同時に発生

し、多くの酪農経営が廃業に追い込まれた。

その後、需給が安定したことや生乳クオータ

制度廃止後の増産を見据え、2012年以降は

緩やかだが増加傾向で推移している（図１）。

国別に見ると、2014年、2015年ともに

アイルランドが最大増加率で、それぞれ前年

比4.2%増、9.9%増であった。オランダも

同制度廃止の2015年に同6.6%増と増頭の

傾向を強めたが、その他の主要生産国は大き

な増加はなく推移しており、同制度廃止以前

からのアイルランドの生産基盤拡大の動きが

際立って現れた結果となった（表１）。

写真１　ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会（約150名が出席）

図１　経産牛飼養頭数の推移

資料：欧州委員会
　注：各年12月時点。
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イ　今後の見通し

欧州委員会が2016年７月に公表した短期

需給見通しによると、2016年および2017

年の経産牛飼養頭数は、前年比1.1%減、同

1.3%減を見込んでいる。生乳価格の低迷は

酪農経営へ与える影響が大きく、オランダ、

アイルランドを除く主要国でも規模縮小は少

しずつ始まっており、生乳クオータ制度の廃

止となった2015年をピークにして、2016

年には減少に転じるとみられている。

（２）生乳生産量

ア　2015年の状況

2015年の生乳生産量は、前年比2.2%増

の１億5170万トンとなった（図２）。ＥＵ

28カ国のうち20カ国で前年超となり、生乳

価格が低迷する中で、増加した国が多かった。

生 産 量 の 多 い 順 に、 ド イ ツ（ シ ェ ア

21.0%）、フランス（同16.7%）、英国（同

10.0%）、オランダ（同8.8%）、ポーランド

（同7.2%）、イタリア（同7.0%）、スペイン（同

4.4%）、アイルランド（同4.3%）となり、

この上位８カ国でＥＵ全体の８割を占める。

直近の10年で見ると、前年を下回ったの

は前年比0.2%の微減となった2009年のみ

で、増産の傾向にある。欧州酪農危機の

2009年直後、飼養頭数は減少したものの、

廃業に追い込まれた酪農経営の多くが小規模

農家であったこと、また、経営を継続した酪

農経営の１頭当たりの乳量の増加などにより、

全体の生乳生産量の減少には至らなかった。

表１　主要国の経産牛頭数の推移

資料：欧州委員会	
　注：各年12月時点。

2014年 前年比
（増減率）

2015年 前年比
（増減率）

ドイツ 4,296 0.7% 4,285 ▲0.3%
フランス 3,699 0.1% 3,661 ▲1.0%
ポーランド 2,248 ▲2.2% 2,134 ▲5.1%
イタリア 2,069 ▲0.2% 2,057 ▲0.6%
英国 1,883 3.6% 1,918 1.9%
オランダ 1,610 0.8% 1,717 6.6%
アイルランド 1,128 4.2% 1,240 9.9%
EU合計 23,559 0.4% 23,600 0.2%

（単位：千頭）

図２　生乳生産量および前年比増減率の推移

資料：欧州委員会
　注：前年比増減率の2016年および2017年は予測値。
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生乳クオータ制度廃止後の2015年４月〜

翌年３月まで（2015年度）の１年間で見る

と、前年度比4.2%増となった（表２）。増

加量は622万トンとなり、日本の2015（平

成27）年度生乳生産量の８割以上に当たる。

国別に見ると、アイルランドが最大増加率

の 同18.5%増 と な っ た。2014年 度 は 同

4.0%増であったものの、同制度の廃止を機

に増加幅を大幅に増やした。また、最大増加

量はオランダで、2014年度の同0.4%増か

ら2015年度は同11.9%増となった。その他

は、同１～５％程度の増加にとどまっており、

イタリアは同2.2%減となった。

生乳クオータ制度廃止後の１年間の増産

は、アイルランド、オランダの両国がけん引

したこととなる。

表２　主要国の生乳生産量の推移

資料：欧州委員会	
　注：年度は４月～翌３月。

2014年度 前年比
（増減率）

2015年度 前年比
（増減率）

ドイツ 31,251 2.0% 32,408 3.7%
フランス 25,156 3.0% 25,489 1.3%
英国 14,851 5.4% 15,272 2.8%
オランダ 12,402 0.4% 13,875 11.9%
ポーランド 10,576 4.8% 11,114 5.1%
イタリア 10,968 3.8% 10,730 ▲ 2.2%
アイルランド 5,783 4.0% 6,851 18.5%
スペイン 6,586 3.0% 6,810 3.4%
EU合計 147,958 3.0% 154,176 4.2%

（単位：千トン）

イ　今後の見通し

2016年第１四半期（2016年１～３月）

の生乳生産量は、前年同期比6.9%増と前年

を上回って推移している。国ごとに見ると、

アイルランドをはじめとした輸出拡大を視野

に生産を拡大する国と、乳価低迷などを理由

に規模を縮小させる国の２極化が傾向として

見て取れる。同期間の増加量は247万トン

であり、主要輸出国である米国が同50万ト

ン増、ニュージーランドは微増、豪州は減少

となる中、ＥＵは世界の主要国・地域の中で

最も増産傾向にある。

欧州委員会は、2016年および2017年生

乳生産量は、前年比1.4%増、同0.5%増と

見込んでいる。生乳クオータ制度の廃止で増

産は妨げられないものの、乳価低迷や飼料価

格の高騰などの影響を強く受けて、生産拡大

のスピードは少し緩まっていくものとみられ

ている。ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会でも、2016

年第１四半期はかなりの程度の増産となって

はいるが、４月以降、増産ペースは減速する

と報告された。
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（３）生乳取引価格

平均生乳取引価格は、2014年９月以降、

一貫して前年同月を下回って推移している。

2015年７月に５年ぶりに100キログラム当

た り30ユ ー ロ（3480円 ） を 割 っ た 後、

2016年５月には欧州酪農危機の2009年10

月以来の同26ユーロ台（3016円）となっ

た（図３）。

欧州委員会は、支援策として乳製品の公的

買 入 や 民 間 在 庫 補 助（ Ｐ Ｓ Ａ：Private   

Storage Aid）といった市場介入の実施によ

り需給改善を図っている。公的買入は、各加

盟国のバターまたは脱脂粉乳の卸売価格が、

公的買入価格を下回った場合、当該国の機関

が、製造業者または取扱業者の申請に基づき

同価格で買い入れるもので、ＥＵ全体で上限

数量が定められている。ＰＳＡは、需給の状況

をみながら欧州委員会が期限を定めて実施す

るもので、民間企業に対してバター、脱脂粉乳、

チーズの保管費用の一部が補助されるもので

ある。

これら支援への申請量は価格低迷に比例し

て増え続けているが、価格の回復には至って

いない。欧州委員会は、現状を「危機的状況

にある」とし、共通農業政策（ＣＡＰ）の共

通市場規則（ＣＭＯ）に規定される市場不均

衡時の特別措置として、生乳減産を目的とし

た自主的生乳供給計画の策定を可能とする

ＥＵ規則を策定し、2016年４月12日から

６カ月の期間限定で施行した。しかし、増産

意欲のある生産者が依然として少なくないこ

とから、同計画で効果ある減産が実現するこ

とは難しいとみられている。欧州委員会は、

ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会でも、議論はされてい

るが、現時点で同計画に基づく減産は適用さ

れていないと報告した。

平均生乳取引価格は、増産の継続、ロシア

の禁輸措置や中国の不透明な需要など需給の

緩和要因から、低迷がしばらく続きそうだと

みられている。

写真２　厳しいＥＵ酪農情勢を報告するＥＵＣＯＬＡＩＴのベインズ会長

図３　平均生乳取引価格の推移

資料：欧州委員会
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（１）バター

ア　2015年の状況

2015年のバター生産量は、前年比4.2%

増の209万トンとなった（図４）。ＥＵＣＯ

ＬＡＩＴ総会での報告では、バターは他の乳

製品と比べ、比較的安定した需給状況にあり、

域内の消費もバターに対する健康的なイメー

ジが強まっていることから、やや増加傾向に

あるとした。また、米国をはじめとしたＥＵ

産バターの需要は強く、乳製品の中では最も

安定した品目となっている。

2015年のバター輸出量は、前年比17.8%

増の13万6018トンとなった（表３）。前年

に１万6196トンあったロシア向けの減少分

を他の輸出先の増加分で補った。輸出先は、

最大が米国向けで同97.9%増、次いでサウ

ジアラビア向けが同56.0%増、エジプト向け

が同203.6%増と続く。米国のバター需要は

ＥＵにとって大きな輸出機会となっており、

増加量は8633トンと大幅な増加となった。

また、まだ量は少ないが、カナダ向けが前

年比194.0%増の2067トン、韓国向けが同

93.0%増の1440トン、キューバ向けが同

283.9%の1025トンとなっており、今まで

主たる輸出先でなかった国への輸出量も拡大

傾向にある。そういった国への市場開拓およ

３　牛乳・乳製品の動向

図４　バター生産量の推移

資料：欧州委員会
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表３　主要国へのバター輸出量の推移

資料：欧州委員会

2014年 2015年 前年比
（増減率）

米国 8,820 17,453 97.9%
サウジアラビア 9,122 14,234 56.0%
エジプト 3,694 11,216 203.6%
トルコ 5,316 8,736 64.3%
シンガポール 7,924 8,696 9.7%
中国 3,619 5,894 62.9%
モロッコ 5,471 5,204 ▲4.9%
アラブ首長国連邦 3,405 4,522 32.8%
台湾 2,729 3,827 40.2%
日本 3,474 3,594 3.5%
カナダ 703 2,067 194.0%
韓国 746 1,440 93.0%
キューバ 267 1,025 283.9%
ロシア 16,196 － ▲100.0%
合計 115,418 136,018 17.8%

（単位：トン）
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び輸出拡大も輸出増加の要因となっている。

2015年のバター平均卸売価格は、前年比

11.8%安の100キログラム当たり301.98ユ

ー ロ（ ３ 万5030円 ） と な っ た（ 図 ５）。

2016年に入ってからはさらに下落傾向にあ

り、５月２日の週に同249.68ユーロ（２万

8963円）まで落ち込んだ。しかし、直近の

2016年６月27日の週には同296.55ユーロ

（３万4400円）と回復を見せている。

ＰＳＡによるバター在庫は、2015年８月

に９万9467トンに達し、2016年５月末時

点では９万1139トンとなっている（図６）。

価格は、公的買入価格（100キログラム当

たり221.75ユーロ（２万5723円））を上回

っていることから、公的買入は実施されてい

ない。大量の公的買入が実施されている脱脂

粉乳などと比べると、比較的安定しているこ

とが分かる。

イ　今後の見通し

欧州委員会は、2016年および2017年は、

生産量が前年比3.2%増、同1.7%増、輸出

量が同28%増、同５%増を見込んでいる。

2015年同様、米国、サウジアラビア、エジ

プトを中心に堅調な需要を見込んでいる。

（２）脱脂粉乳

ア　2015年の状況

2015年 の 脱 脂 粉 乳 生 産 量 は、 前 年 比

14.8%増の152万トンとなった（図７）。乳

製品需給が緩和状態にある中、生乳の多くは

保存期間の長い脱脂粉乳に向けられており、

生産量はかなり大きく増えている。生産量の

増加に比例して、公的買入およびＰＳＡによ

る在庫量も大幅に増えている。ＥＵＣＯＬＡ

ＩＴ総会の報告でも、脱脂粉乳の国際市場は

停滞していることから、厳しい需給状況はし

ばらく続くであろうとした。

2015年の脱脂粉乳輸出量は前年比5.5%

増の68万3683トンとなった（表４）。前年

に7884トンあったロシア向けの減少分は他

のアジア諸国への輸出増加分で補った。輸出

先は、最大がアルジェリアで同26.0%減、

次いでエジプトが同21.7%増、中国が同

14.4%減と続く。フィリピン、ベトナムと

いった一部新興国への輸出を増やすも、生産

量の増加と比較すると輸出はわずかな増加に

とどまった。

図５　バター平均卸売価格の推移

資料：欧州委員会
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図６　バターＰＳＡ在庫量の推移

資料：欧州委員会
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図７　脱脂粉乳生産量の推移
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2015年の脱脂粉乳平均卸売価格は、前年

比30.8%安の100キログラム当たり185.43

ユーロ（２万1510円）となった（図８）。

バター同様に、2016年に入ってからはさら

に下落傾向にあり、５月２日の週に同162.48

ユーロ（１万8848円）まで落ち込んだ。し

かし、直近の2016年６月27日の週には同

170.32ユーロ（１万9757円）とわずかな

がら回復を見せている。

公的買入による在庫量は、2016年５月末

時点で21万1192トンであり、ＰＳＡによ

る在庫量は、同時点で３万3756トンである

（図９、10）。欧州委員会は６月、追加支援

として公的買入の申請上限数量の２回目の引

き上げを行った。公的買入による在庫量は大

幅に増加傾向にあるが、価格を回復させるま

でには至っていない。

表４　主要国への脱脂粉乳輸出量の推移

資料：欧州委員会

2014年 2015年 前年比
（増減率）

アルジェリア 145,252 107,432 ▲26.0%
エジプト 47,693 58,064 21.7%
中国 62,578 53,592 ▲14.4%
インドネシア 45,824 46,301 1.0%
フィリピン 16,947 30,065 77.4%
タイ 24,714 29,345 18.7%
サウジアラビア 22,835 26,705 16.9%
ベトナム 16,098 24,174 50.2%
日本 7,491 14,127 88.6%
ロシア 7,884 － ▲100.0%
合計 647,924 683,683 5.5%

（単位：トン）

図６　国別豚肉輸入量の推移図８　脱脂粉乳平均卸売価格の推移

資料：欧州委員会
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図10　脱脂粉乳ＰＳＡ在庫量の推移
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イ　今後の見通し

欧州委員会は、2016年および2017年は、

生産量が前年比4.5%増、同7.6%減、輸出

量が同3.5%減、同15.0%増を見込んでいる。

2017年には、生産量が４年ぶりに減少に転

じる一方、輸出量がかなり増加するため、域

内の需給バランスは改善するとみられてい

る。

（３）チーズ

ア　2015年の状況

2015年のチーズ生産量は、前年比1.4%

増の885万トンとなった（図11）。ＥＵＣＯ

ＬＡＩＴ総会での報告では、チーズの供給過

剰が価格の低下を招いているとした。

2015年のチーズ輸出量は、前年比0.2%

減の71万8925トンとなった（表５）。輸出

先は、最大が米国向けで同16.8%増、次い

で日本向けが同48.3%増、スイス向けが同

2.0%増、サウジアラビア向けが同23.9%増、

韓国向けが同60.1%増と続く。

バター、脱脂粉乳の輸出量が前年を超える

中、チーズは微減となった。ロシア向けに輸

出していた乳製品の７割がチーズであった

が、他の輸出先が増加したため、ロシア向け

減少分をほぼ補った。

2015年のチーズ平均卸売価格は、前年比

17.7%安の100キログラム当たり309.59ユ

ーロ（３万5912円）となった（図12）。他

の乳製品同様に、2016年に入ってからはさ

らに下落傾向にあり、５月２日の週に同

251.96ユーロ（２万9227円）まで落ち込

んだ。しかし、直近の2016年６月27日の

週には同262.86ユーロ（３万492円）とわ

表５　主要国へのチーズ輸出量の推移

資料：欧州委員会

2014年 2015年 前年比
（増減率）

米国 119,969 140,148 16.8%
日本 46,293 68,661 48.3%
スイス 53,724 54,814 2.0%
サウジアラビア 31,105 38,541 23.9%
韓国 21,927 35,098 60.1%
アルジェリア 22,157 26,628 20.2%
エジプト 14,906 21,390 43.5%
ロシア 133,250 4,333 ▲96.7%
合計 720,606 718,925 ▲0.2%

（単位：トン）

図11　チーズ生産量の推移
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図12　チーズ平均卸売価格の推移

資料：欧州委員会
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ずかながら回復を見せている。

ＰＳＡによる在庫量は、2016年５月末時

点で２万9442トンであり、徐々に増えつつ

あるが、価格を回復させるまでには至ってい

ない（図13）。

イ　今後の見通し

欧州委員会は、2016年および2017年は、

生産量が前年比1.6%増、同1.2%増、輸出

量が同9.0%増、同2.0%増と見込んでいる。

ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会での報告によると、

ＥＵ産チーズは、他の乳製品と比較して、米

国産やオセアニア産などとの競合が少ないと

され、ブランド力が輸出競争力の一つとなっ

ており、さらなる市場開拓を後押しするとみ

られている。

また、2016年１月に経済制裁が解除とな

ったイランに注目が集まっている。ＥＵＣＯ

ＬＡＩＴ総会での報告によると、イランは、

生乳生産量は増加傾向にあるが、国内需要に

追いついていない状況にある。同国のチーズ

需要は高いため、今後多くのチーズを輸入す

るとみられている。2020年には３～４万ト

ンの輸入量になると見込まれ、ＥＵにとって

大きな輸出機会とみられている。

さらに、中国のチーズ需要も引き続き増加

傾向にある。同国は、所得の向上と食の多様

化を背景に、外資系のファストフードやレス

トランでの消費が拡大しつつあることから、

輸出拡大を見込めるとしている。

（４）飲用乳

ア　2015年の状況

2015年の飲用乳生産量は、前年比2.2%

減の3046万トンとなった（図14）。2008

年の世界的な金融危機に端を発した景気後退

などにより消費が落ち込んで以降、生産量は

ほぼ横ばいで推移している。

一方、2015年の飲用乳輸出量は、前年比

20.5%増 の83万3092ト ン と な っ た（ 図

15）。中でも、中国向けは、前年比52.7%

増の31万1282トンと飲用乳輸出量の４割

を占める最大の輸出先となっている。また、

中国にとってもＥＵは、飲用乳輸入量の３分

の２を占め、最大の輸入先となっている。こ

れは、中国の消費者のＥＵ産の安全性に対す

る高い評価に加えて、低迷するＥＵの生乳価

格とユーロ安による割安感が、輸出を後押し

していることによる。

図13　チーズＰＳＡ在庫量の推移

資料：欧州委員会
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図６　国別豚肉輸入量の推移図14　飲用乳生産量の推移
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イ　今後の見通し

欧州委員会は、2016年および2017年は、

生産量が前年比0.3%減、同0.2%減と減少

を続ける中、輸出量は同30%増、同15%増

を見込んでいる。

中国では、ＥＵから輸出される飲用牛乳は、

主に常温での長期保存が可能な超高温殺菌牛

乳（ＬＬ牛乳）が主流であり、粉乳を使用し

た乳飲料に対して競争力のある価格で消費者

に提供されていることから、地方都市へも販

路が広がっている。また、消費者が容易に購

入できるネット販売の拡大により、今後も

ＥＵ産ＬＬ牛乳の消費量は増えていくとみら

れている。

写真３　スーパーでの牛乳販売の様子（アイルランド）

４　業界関係者の見方

ＥＵＣＯＬＡＩＴは、今後の市場見通しな

どに関するアンケートを会員に対して定期的

に実施している。今回の総会でも実施され、

業界関係者が市場をどのように見ているかな

どが明らかにされた。

（１）生乳生産量

2016年の生乳生産量については、前回

（2016年１月実施）同様、前年比１～２％

の増産を見込んだ者が最も多かった。１～３

月の生乳生産量が前年同期比6.9%増となる

中、４月以降、生乳生産の伸びが緩やかにな

ると見越したものと考えられる。また、欧州

委員会の見込み（前年比1.4%増）とも同程

度となった。

欧州委員会が支援策の一つとして措置した

自主的生乳供給計画については、同計画によ

る減産は「ない」あるいは「１％以下」と回

答した者が９割を占め、業界関係者は、同計

画による減産に期待していないことが確認さ

れた。

（２）バター

バターの需給状況については、均衡状態に

あるもしくはやや供給不足と回答した者が一

番多く、欧州委員会や専門家の見解と一致し

た。ただし、やや供給過剰とした者も２割程

度おり、国や企業間などでの違いが見られた
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結果となった。

また、2016年の輸出量は、前年から１万

5000 ～２万トン（前年比11.0 ～ 14.7%）

増と回答した者が一番多く、前年比28%増

と見込んだ欧州委員会より低い見方となっ

た。

（３）脱脂粉乳

脱脂粉乳の需給状況については、アンケー

トの結果が分かれることがなく、極めて供給

過剰な状態にあるとした者が６割を占め、そ

の他のほとんどの者も供給過剰もしくはやや

供給過剰と回答した。脱脂粉乳は、2016年

に入ってから公的買入による在庫量も急増し

ており、厳しい状況と認識されていることが

分かる結果となった。

（４）チーズ

チーズの2016年輸出量については、前年

から２～４万トン（前年比2.8 ～ 5.6%）増

と回答した者が４割、４～６万トン（同5.6

～ 8.3%）増と回答した者が３割となった。

欧州委員会の予測（同9.0%増）より低い見

方となったが、イランや中国への期待感も大

きく、同６万トン（同8.3%）増以上と回答

した者も全体の15%を占めた。なお、前回

アンケートでは、同０～２万トン（同０～

2.8%）増と回答した者が一番多かったことか

ら、期待が増していることが確認された。

（５）欧州委員会への要望

欧州委員会に対する要望で最も多かったの

は、前回同様、ＦＴＡなどの国際貿易交渉の

スピードアップで、出席者の５割が回答した。

これに次いで多かったのが、公的買入数量の

増加で、前回から17ポイント増の２割の者が

回答しており、脱脂粉乳の価格回復が見込め

ない中、欧州委員会の支援を求める声がより

大きくなっていることが分かる結果となった。

５　おわりに

今回のＥＵＣＯＬＡＩＴ総会は、生乳クオ

ータ廃止から１年が経過し、生乳生産の増加

と国際市場の停滞により、生乳および乳製品

価格が低迷するなどＥＵ酪農が危機的状況下

にある中での開催となった。

欧州委員会は、域内需給改善のため輸出拡

大を推し進めるとしており、総会でも強調し

ていた。アイルランドをはじめとした輸出拡

大志向の国がけん引していくものと考えら

れ、具体的には、米国向けのバター、中国向

けのチーズや飲用乳、イラン向けのチーズ、

その他新興国であるアフリカ、アジアの国々

からのさまざまな需要などに、積極的かつ着

実に対応していくことになるであろう。総会

でも、欧州委員会の国際貿易交渉のスピード

アップを求める声が多かったが、これは、

ＥＵ各国の乳業関係者がそれによって自らの

市場開拓をさらに進めたいという強い意向の

現れである。

しかし、ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会の後、英国

が大方の予想に反しＥＵからの離脱を決め、

ロシアも禁輸措置を2017年末まで延長する

など、輸出拡大にとって先行き不透明な事象

が相次いで起きている。

国際乳製品市場に大きな影響を与えるＥＵ

酪農は、生乳クオータ制度廃止後、増産のス
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ピードを緩め始めた。廃止後２年目となる

2016年は今後のＥＵ酪農の方向性を示す意

味でも重要な一年となるであろう。

コラム　生乳クオータ制度の廃止を望んでいたアイルランド酪農

　生乳クオータ制度廃止前からの増加率が最大となったアイルランドの生乳生産量は、同制度が

実施された31年間でニュージーランド（ＮＺ）と４倍以上の差がついている。同国は、同制度

がなければＮＺ並みに増産したかもしれず、生乳生産のポテンシャルを持つ国として、ＥＵの中

で最も同制度の廃止を待ち望んでいた。

　同国は、英国の西に位置し、国土は日本の２割、人口は日本の４％弱と、北海道に近い規模で

ある。農用地は、国土の３分の２を占め、そのうち永年採草・放牧地は７割を超える。気候は、

暖流のメキシコ湾流と偏西風により温暖で、最も寒い１月と２月の平均気温は４～７度で、降雪

もほとんどない。主な農畜産物は、生乳、大麦、牛肉である。

　同国の酪農経営は、ほとんどが家族経営（平均経産牛飼養頭数80頭程度）であり、雨が多く、

牧草の生育に適していることから、補助飼料を用いることもあるが季節繁殖を主とした放牧によ

る経営を行っている。２～３月に子牛を出産し、４～11月に搾乳を行うのが一般的となる。生

乳生産量は、日本の７割ほどであり、人件費は東欧諸国などと比べて高いが、コストの大部分を

占める飼料費が抑えられていることから生産費はＥＵで最低レベルにあり、輸出競争力を有して

いる。生乳生産量の９割以上を加工用に仕向け、その大部分を輸出するなど、同国において酪農

産業は主要な産業の一つとなっている。

　アイルランド政府は、2010年２月、同国の農林水産物に関する2020年までの長期戦略の中で、

生乳生産量を2007〜09年の平均生産量から５割増加させる目標を掲げた。

　目標設定後（2011〜14年）の年平均設備投資額は、設定以前（2005〜10年）から５割増加した。

また、アイルランドの乳業は全て農協系であるが、中でも最大のグランビア社は、酪農経営のリ

スクマネジメントとして、酪農経営と乳業で取引価格や期間をあらかじめ契約で定める生乳の固
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コラム–図　生乳生産量の推移

資料：アイルランドの数値は欧州委員会、ニュージーランドはDairy NZ。
　注：ニュージーランドの年は６月から翌５月までの数値。
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定価格制度（売買契約）を2011年から実施している。これにより、酪農経営は経営の見通しが立ち、

キャッシュフローを安定させることができる他、収益の予測が可能となる。さらに、2016年１

月からは、生乳だけでなくグランビア社が販売する飼料についても固定価格制度を始めている。

　今回、訪問したダブリン大学の付属農場は、グランビア社と３年の売買契約を締結して生乳を

出荷しており、訪問した日（2016年６月１日）の生乳取引価格は、基本乳価である１リットル

当たり24セント（27.8円）に、乳脂肪および乳タンパク含量に応じて加算された同27セント（31.3

円）であった。ただし、生産コストは同25セント（29円）であり、自分たちも含めこの国の多

くの酪農経営が現在置かれている状況は、厳しいものであるとした。しかしながら、２～３年の

長いスパンで経営を見ていることから、現状としては耐え得る範囲であるという。

　ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会で、アイルランドの農業大臣は、アイルランドにとって酪農は最も重要

な産業であり、欧州委員会と連携し、世界で最も急速に成長した自国の酪農部門のさらなる拡大

を図っていくとした。また、現在、全世界110カ国以上に輸出しているが、今後は、アフリカ諸国、

中国、中東、米国などへの市場開拓および輸出拡大を行うとした。

　生乳価格の低迷など厳しい情勢下、欧州委員会が、生乳クオータ制度廃止以降、生産者に対し

て求めている「価格変動に対応できる強い酪農経営体の構築」の実践を、今回の訪問で確認する

ことができた。

コラム–写真１　�ＥＵＣＯＬＡＩＴ総会でス
ピーチするアイルランドの
クリード農業・食糧・海洋
大臣

コラム–写真２　�最新のミルキングパーラー
を導入（一般的にはヘリン
ボーン式が多い）

コラム–写真３　�イタリアンライグラスを頬
張る搾乳直後の乳牛

コラム–写真４　�広大な牧草地（写真左は堆
肥舎、右は子牛用牛舎）


